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県内の鶏大腸菌症由来 E. coli の薬剤感受性と病原遺伝子保有状況 
 

【 目的 】 

鶏大腸菌症の対策は、生産農場にとって大きな課題です。そこで、効果的な本症対策

のため、県内で分離された大腸菌症由来 14 株及び健康鶏由来 12 株について、薬剤感受

性を調査しました。また、O 血清型や各種病原遺伝子の保有状況、遺伝子型別を検索し、

農場ごとに関連性があるかどうかを調べました。 

【 成績の概要 】 

１ 薬剤耐性 

テトラサイクリン（42％）、アンピシ

リン及びナリジクス酸（38％）に対し

て、多くの耐性株が認められました（表

1）。大腸菌症由来株は健康鶏由来株よ

り多数の耐性を示しました。 

２ O 血清型 

大腸菌症由来株は O78（21.4%）、O15

（14.3%）、型別不能（OUT, 28.6%）が

多数を占め、その他は O6、O8 等でした。

健康鶏由来株は OUT（58.3%）がほとん

どで、その他は O6、O8 等でした。 

３ 病原遺伝子 

大腸菌症由来株が健康鶏由来株より

も多く保有していました（表 2）。 

４ まとめ 

同じ農場で分離された菌株であって

も、耐性薬剤の種類や病原遺伝子の保

有状況、PFGE 遺伝子型は全く異なって

おり、様々な大腸菌株が農場に侵入し、

本病の原因となっていることが伺われ

ました。 

【 成績の活用 】 

 生産農場での本病対策に活用する。 

【 留意事項・備考 】 

 食鳥検査により、大腸菌症鶏が食用に出荷されることはありません。 
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表２ 病原遺伝子と薬剤耐性パターン 

 

表１ 薬剤感受性試験成績 


